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伊万⾥港区唐津港区



唐津港・伊万里港の統合港湾「西九州港（仮称)」誕生
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現 唐津港

現 伊万里港 唐津港区

伊万⾥港区

⻄九州⾃動⾞道
で連結

■統合の効果
国際競争⼒の強化（貨物取扱量のアップ）
国際コンテナ、バラ貨物さらに観光など多
様な港湾サービスの提供

投資の重点化による事業効果の早期発現
規模拡⼤による港湾経営の合理化

対象26港中の貨物順位ランキング（2009）

国際海上コンテナ

外航クルーズ（背後地観光）

統 合 港 湾 （ ⻄ 九 州 港 （ 仮 称 ） ）

物流、⼯業港

物流、⽔産､観光港

20km



⼤連35時間

上海30時間

釜⼭8時間

 ⽬的 東アジアとのダイレクト航路を充実させ、⻄九州域における拠点港とし、
地域産業の発展に繋げる。

⻄九州港は⽇本海側対象１７港中６位(ｺﾝﾃﾅ)､
定期航路５航路週5便

◎北部九州はアジアとのゲートウェイ
(⽇本海側港湾のコンテナ取扱量のうち、北部九州の港湾の取扱量が約７割を占める)
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『国際海上コンテナ』機能
東アジアの経済成長を西九州のダイレクト拠点港へ

ダイレクト
便の増設

○航路の拡充《2025年》５航路週７便
○⻄九州域の拠点港

唐津港区

フィダー輸送

伊万⾥港区
ダイレクト便

⻄
九
州
域

韓国

中国



□地震の発⽣確率が最も低いレベル。他港に⽐べ安全

な港（震度６以上⼤規模地震の発⽣確率0.1％以下)

□安い港湾施設使⽤料・⼯業団地価格

□天然の良港（開発が低コスト）
・静穏で⼤⽔深（-13〜-18m）
・浦ノ崎地区に開発可能地

⻄九州港 ⼤規模都市港湾
（H港）

野積場使⽤料 2.7（円/㎡・⽇） 5.5（円/㎡・⽇）

⼯業団地価格 16,300（円/㎡） 132,600（円/㎡）

◎⻄九州港の優位性

□ ⻄九州港は⻄九州域の貨物を担う

伊万⾥港区のコンテナ貨物は七ツ島地区で扱う

□ ⼟地使⽤料が安いことなどを活かし、⼤型の貨物、⻑期保管等
が必要な貨物は⻄九州港で受け持つ（家具、⿂粉、船⽤品等）

□ 災害発⽣時等の補完・⽀援

◎⻄九州港の役割（博多港との連携）
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西九州港～優位性と役割～

・静穏な⽔域、⼤⽔深（-13〜-18m）
・岸壁は既設護岸の改良で対応可能

浦ノ崎地区「開発中（約80ha）」

・浦ノ崎地区



⽬標（ダイレクト航路で扱うコンテナ数）

西九州港：国際海上コンテナ港の発展に向けて
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TEU

◎取扱量の推移

⻄暦

港湾施設サービスの充実
2013供⽤

七ツ島地区コンテナヤード

《増設中》
－１３ｍ岸壁（１バース）
ガントリークレーン１基

《現状》
－９ｍ岸壁 （１バース）
ジブクレーン１基

２バース化
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トランシップ

ダイレクト

2015年2.9万TEU
（2010年の1.4倍）

2025年5.7万TEU
（2010年の2.7倍）

2010年2.1万TEU

「課題」
・沖待ちが発⽣
・⼤型船舶が接岸できない
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コンテナ取扱量の将来推計
新規企業立地

による増加

背後圏拡大によ

る増加

既存荷主の取

扱量

57千TEU

29千TEU

目標実現のために～輸出の促進と背後圏域の拡大～

◎輸出の促進
○中国・韓国の需要に基づいた集荷促進
【古紙、製材品、電気機器、機械類等】

◎背後圏の拡⼤
○距離・輸送コストで有利な地域を対象とした
貨物の掘り起しと拡⼤

○他港と差別化を図るための多様なサービス提供
【蔵置期間の延⻑（家具等）、かさばる貨物対応
（稲わら等）等】

◎官⺠連携による集荷促進
○官⺠の強⼒な連携により集荷増へ
○伊万⾥港振興会と唐津港利⽤促進協議会の連携
・船社への航路開設誘致・荷主へのポートセールスの強化

千TEU



200㎞

『外航クルーズ（背後地観光）』機能
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末盧国
唐津港区

現在は、市⺠参加によるまちづくりとみなとづくりが⼀体となった取組みを⾏っており、
クルーズ客への｢もてなし」に繋がる。

⼈道橋の設置

提供:唐津市

内航クルーズ船 寄港･出港時のイベント

提供:唐津市

・中国との関わり
★徐福
★孔⼦
★鑑真

・韓国との関わり

★李参平
★武寧王
★名護屋城跡

歴史的に⼤陸との関わりが強い

唐津は、「唐の津」と呼ばれるように、古くから⼤陸と⼈や物など
⽂化の⽞関としての役割を担っていた。

多彩なニーズに応える観光クルーズ港



唐津港区を中⼼
とした1時間圏内

⼤宰府天満宮

天神買物

ハウステンボス

唐津港区寄港で、博多・長崎背後圏カバー 広がる選択肢外航クルーズ港の発展に向けて

⿃栖アウトレット

吉野ヶ⾥

佐賀⽜

虹の松原

嬉野温泉

伊万⾥・
有⽥焼
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北部九州のツアーエリア

佐賀県内観光地+福岡、⻑崎ツアー
で多彩なツアー提供



唐津港区寄港の実現させるために
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クルーズ船の寄港実現に向けて

クルーズ船の受⼊施設の確保

現在:
クルーズ船受⼊施設
が不⼗分
(物流ゾーン)

妙⾒地区

整備中

東港地区
景観に優れた
東港地区岸壁
(-9m)整備中

《2012年⼀部
供⽤》

東港地区からの⾵景
虹の松原 唐津城

入港時のクルーズ船からみた唐津城や虹の松原は他港にはない魅力

・東港地区
(岸壁整備中)

・妙⾒地区

唐津港区
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寄 港 目 標 1 4 回 / 年推進体制と行動計画

・多彩なツアーの
選択肢が広がる

・景観に優れた
東港地区岸壁
でのもてなし

外航クルーズ船の寄港

2012年麗⽔市(韓国)国際博覧会期間中
｢ビートル｣就航予定

寄港きっかけ

内航クルーズ船の寄港

過去12年間で21回･･･平均1.8≒2回/年

⻄九州港クルーズ振興協議会(仮称)

船社

旅⾏会社 もてなしグループ

誘致グループ
県

唐
津
市
伊
万
⾥
市

協働化

推進体制

観光協会、商⼯団体 ほか

観光協会､
⻘年会議所、商店街､

唐津みなとまちづくり懇話会､
ボランティアガイド

ほか

寄
港
情
報
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